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IoT※1やビッグデータを利活用する時代の到来で、利用可能なデータ量が増え続け、人による分析・可視化が限界に達すると予
想されます。これからは膨大なデータの中から業務改善のヒントや隠れたトレンドのきざしの発見を代行する新たなITシステムの
必要性がますます高まっていきます。日立は、幅広い分野のビジネスにおいて新たな価値創出の源泉となる人工知能（AI※2）の
開発をめざし、お客さまの課題を解決していきます。

データから学び、
成長するコンピュータ

いま世の中には知能化されたシステムが

数多く存在します。それゆえ、インターネットの

検索エンジンや音声認識システム、将棋や囲

碁の対戦プログラム、ロボットや産業機械に

組み込まれた自律化システム、今後実用化が

進展するとみられる自動運転システムなど、

その適用範囲はますます拡大しています。

ビジネスの世界でも、企業に蓄積された

ビッグデータや、IoTによって取得されるデー

タを活用して新たな経営価値を生み出そう

とする動きが高まっており、大規模データか

らの価値抽出を自動化するAIが必要とされ

ています。

これまでのコンピュータや業務システムは

事前に定義されたプログラムや定型化され

た処理を高速に自動実行することができま

した。今後は、データから学習し、さまざまな

環境変動に対応して柔軟に処理内容を変

更する新たなコンピュータが発展します。

多様性・柔軟性・創造性に富んだ
データ処理の時代へ

私たちが暮らしている社会は、以前のよ
うに大量生産・大量消費を前提とした画一
的な商品・サービスを求めてはいません。
実社会のさまざまな情報がインターネットで
グローバルにつながることで、価値観の多
様化と情報伝達のスピードが飛躍的に高ま
るなか、個々のニーズに合わせた満足感の
高い商品・サービスを提供できなければ市
場で勝ち抜くことができない時代になってい
ます。先進国のビジネスも労働集約型から

知識集約型へとシフトし、専門的な能力や
知識によって付加価値を生み出すナレッジ
ワーカーの割合が増えています。それにと
もない情報システムの役割も「画一化・定
型化」された業務から「多様性・柔軟性・
創造性」に富んだデータ処理やアウトプット
の実現が期待されているのです。
IoTなどのセンシング技術やスマートフォ

ンの普及によって多種多様なデータの入手
が容易になるうえ、高性能なコンピュータと
大規模データを蓄積できるストレージの低
価格化などにより、ビッグデータから学び成
長するAIの進化が年々加速しています。
その意味でここ数年は、ビッグデータを生み
出すIoTとビッグデータを解析するAIの組
み合わせにより、技術的にもコスト的にも調
和し、ビジネスへの適応が本格化し始めて
いるといえるかもしれません。
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特 集

人工知能

人と社会の
イノベーションを
支援する日立の人工知能

※1 Internet of Things　　※2 Artificial Intelligence
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多様な用途に対応可能なAI

AIはベースとする技術や活用シーンに
よって、いくつかのタイプに分けられます。
例えば、IBMの開発したWatsonは膨大な
書類や論文（テキスト）データを入力し、自
然言語処理技術を活用して迅速な情報検
索・応答をめざした「検索型AI」です。
また、GoogleのDeep Learning（深層
学習）技術は、膨大な画像/音声データか
らのパターン抽出で、見てわかる・聞いてわ
かるといった人間の認識機能を追求した
「認識型AI」となります。
対して日立が開発した AI技術の一つ

であるH i t a c h i  AI Technology/H
（以下、H）は、既存のAIモデルの枠を超
え、業務データやセンサーデータなどの多
種多様な混合データから、めざすアウトカ
ム（目標値）に影響を及ぼす変数を自動で
抽出する「最適化・判断型AI」です。
ここで言う“アウトカム"に決まった定義は
ありません。一般企業であれば「利益の創
出」や「生産性の向上」、製造業であれば
「不良率の低下」などが重要なアウトカムと
なるでしょう。また、医療機関であれば「診

断の迅速化」や「発症リスクの評価・予
測」、組織は人なりと考えている企業であれ
ば「従業員満足の向上」もアウトカムの一つ
となるに違いありません。
これまで世の中に存在したAIの多くは、
特定の処理をこなすために開発された「専
用AI」でした。しかし企業の中には多くの
課題があり、それぞれに専用のAIプログラ
ムを作っていては時間もコストもかかり過ぎる
ことが導入を阻む大きな要因にもなっていま
す。Hは、特定の処理をこなす目的で開発
されたAIではありません。日立は、さまざま
なシステムの最適化・判断の自動化を可能
にする「多目的AI」を追求しています（図1）。

仮説生成を
データドリブンで自動化

企業や組織の多種多様な価値創出を
支援するため、Hはこれまで人間が行って
きた仮説生成を自動化します。データを組
み合わせてさまざまな仮説を生成し、アウト
カムに関連するものを統計的に分析するこ
とで、人間の経験や勘では思いつかなかっ
た新たな法則を導き出すことができます。
例えば、あるホームセンターの「売り上

げアップ」をアウトカムとしてHが導き出した
仮説（施策）は、人気商品を集めた棚を
作ったり、目立つPOP広告を設置したりす
ることではなく「店内のある特定の場所に
従業員を配置すること」でした。あまりにも
シンプルで、誰も思いつかなかったこの施
策を実行したところ、店舗内のお客さま単
価が15%も向上しました。実験結果を詳
細に分析したところ、店員を特定の位置に
配置することで、お客さまの動線に影響を
与えることがわかりました。
また、ある商材の販売を行うコールセン

ターの「受注率向上」をアウトカムとして実
施した事例では、営業スキルの高低よりも
休憩時間中の社員の活性度が受注率に
影響を与えていることがわかりました。上
司がチームの編成やチームの休憩の取り
方を工夫したり、積極的に声がけをするな
どの施策を行ったりすることが、コールセン
ターの受注率に影響することが確認されま
した。
さらに、日立はウェアラブルセンサーで集
めた人の行動データを組織活性度（組織
ハピネス度）の指標に変換し、これを高め
る施策をHで発見する取り組みを行ってい
ます。生産性の計測が難しいデスクワーク
などを対象に、金融機関や航空会社など
で採用され始めています。

継続的な
アウトカム向上施策を実現

Hはオンデマンドなデータ分析だけでな
く、お客さまの既存システムに接続する「オ

図1 Hitachi AI Technology/Hの位置づけ
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（株）日立製作所 研究開発グループ
https://www8.hitachi.co.jp/inquiry/hqrd/rd/jp/form.jsp

お問い合わせ先

ンライン型AI」としても使えます（図2）。業
務システムや制御システムから日々 生み出
されるデータから、逐次、アウトカムを高め
る最適化関数を計算し、これを用いてシス
テムのパラメータを変更することで、環境
やオーダーの変化に対応し、継続的なアウ
トカム向上施策を実現することができるの
です。
例えば、ある物流倉庫のピッキング業務

の「生産性向上」にHを適用した事例で
は、オーダーの内容や棚へのアクセス頻度
などのデータから最適化関数を日々計算
し、集品指示を発行するシステムと連動す
る仕組みを作りました。自動的に集品指示
書出力をAIが最適化し、これに従って作
業者が集品作業を実行することで8%の生
産性向上を実現しました（図3）。

また、ある金融機関では、個人投資家か
ら借り入れた株を機関投資家に貸し出すス
トック・レンディング（株券等貸借取引）業務
にHを導入。これまで高度なスキルを持つト
レーダーが日々 担っていた数百銘柄に及ぶ

貸し出しレート決めを短時間のうちに自動算
出することで、トレーダーのコア業務への注
力や業務の拡大に貢献しています。

社会全体のサステイナブルな
価値創造を支援

このようにHは同一の人工知能ソフトウェ
アでありながら、製造、流通、物流、金融、
プラント、交通など幅広い事業分野に適用
されており、それぞれの事例で生産性や売

り上げの向上、業務変革、運転・保守効率
の改善など、さまざまな効果を生み出して
います。また、Hを導入する際には、コアの
プログラムをチューニングする必要がなく、
多目的に活用できるというのが特徴です。
この高い多目的性は、個々のビジネス課題
の解決だけではなく、世界中で問題となっ
ているエネルギーや環境、ヘルスケアといっ
た領域でもサステイナブルな価値創造を支
援するほか、人々のハピネスを高めることに
も貢献できると日立は考えています。
日立がめざすAIの姿は「人間を代替す

るAI」ではなく「人を支援し、ビジネスに役
立つAI」にほかなりません。そのため現在
はH以外にも、大量のドキュメントから、人
間が設定した命題に対して、賛成・反対の
意見を論理的に導出する「ディベート型人
工知能」の研究開発も進めています。これ
からも日立は、Hitachi AI Technology/H
をはじめとするAI技術を人々の幸福と社
会イノベーションの実現に役立つソリュー
ションとして、継続的に進化発展させてい
きます。

■ 情報提供サイト
    http://www.hitachi.co.jp/rd/

図2 Hitachi AI Technology/Hの活用例

図3 Hitachi AI Technology/Hの適用シーン

人工知能

 
集品指示書

物流倉庫内の集品作業

入　力／時間ごとのカートデータ、各棚の集品データ、生産性実績データ
出　力／集品作業の効率が作業時刻と特定棚の混雑と相関
最適化／導出した作業効率モデルをカート割り当て業務システムに組み込み、
　　　  カート投入順序の最適化を実施

分析者がツールとして活用 最適化・判断をサービス提供

●データ準備
●最適化検討

カート投入順序を
人工知能で
最適化して

集品指示書を発行
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